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論 文 内 容 の 要 旨 
後十字靭帯(以下PCL)損傷は膝関節後方不安定性をもたらすが、大腿四頭筋強化訓練を中心とした保存的治
療（リハビリテーション）によって膝の機能は回復しスポーツ復帰も果たす例が比較的多い。そのリハビリテ
ーション効果の発現機序に関しては明らかでない。それは主としてPCLの生体内での動態解析が十分されてい
ないためである。本研究では、膝屈曲に伴うPCLの走行の変化を解析し、安定した膝関節機能へのPCLの役割
と代償機構を検索した。 
20例の正常膝（26～40歳男性）を対象とし、完全伸展位、15°、90°、自動及び他動最大屈曲位の5肢位で
MRI矢状断像を撮像した。PCL、膝蓋腱、ACLの両付着部を結ぶ直線と脛骨長軸とのなす角度を測定し、膝屈曲
に伴うそれぞれの走行の変化を解析した。 
膝屈曲角度増加によってもPCLと膝蓋腱はほぼ並行していた。それに対しACLと膝蓋腱は明らかにそれぞれ
が異なった方向に傾いていた。また、 90°以上の深屈曲位ではPCLは脛骨関節面に対しほぼ垂直となり、ACL
は関節面に平行に近づいた。 
今回の解析結果は、PCLと膝蓋腱が全屈曲角度を通じてほぼ並行に走行していることから、PCL機能不全によ
る不安定性が、膝蓋腱と連続した大腿四頭筋を強化することによって代償され保存的治療が奏効するという臨
床的事実の運動学的根拠を示したと考える。一方、ACLと膝蓋腱が異なる方向に走行しているということは、
ACL機能不全では大腿四頭筋強化では代償されず膝関節不安定症状が改善されないため、臨床的に再建術を要
する症例が多いことを示唆している。また屈曲が進むにつれPCLは脛骨関節面に対し垂直方向に走行するよう
になる事から、屈曲位においてPCLは膝関節後方安定性でなく、屈曲位での膝安定性の保持をすることに重要
な役割を果たす事も示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、膝の十字靭帯の機能と、後十字靭帯損傷でのリハビリテーション効果を明らかにすることで、整
形外科の臨床に益するものであり、医学博士の学位論文として妥当なものであると判定した。 
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